
1.　『稲むらの火』と濱口梧陵

〈村の高台に住む庄屋の五兵衛は，長くゆった
りとした地震の揺れを感じたあと，海水が沖合へ
退いていくのを見て津波の来襲に気付く。祭りの
準備に心奪われている村人たちに危険を知らせる
ため，五兵衛は自分の田にある刈り取ったばかり
の稲の束（稲むら）に次々と火をつけた。火事と
見て，消火のために高台に集まった村人たちの眼
下で，津波は猛威を振るう。その様子を見た村人
たちは，五兵衛の機転と犠牲的精神によって命が
救われたことに気付くのであった。〉

これは，1854（安政元）年の安政南海地震津波
に際しての出来事をもとにした『稲むらの火』の
概要で，物語は，地震後の津波への警戒と早期避
難の重要性，人命救助のための犠牲的精神の発揮
を説いています。小泉八雲（ラフカディオ・ハー
ン）の“A Living God”（「生き神様」として慕
われている紀伊国広村（現：和歌山県有田郡広川
町）の濱口梧陵をモデルとした物語）を，小学校
教員であった中井常蔵が翻訳・再話したもので，
1937（昭和 12）年から約 10 年間，国定国語教科
書（国語読本）に採録されていました。

2.　�学校教育における「伝記」の�
重要性

実在する人物の業績や生き方を素材とする「伝
記」は，特に小学校高学年で男女ともに上位に支
持されることが多く，児童の読書の好みに合うジ
ャンルです。このため，学校教育における伝記教
材は，戦前は「修身」という教科において，戦後
は小中学校の国語教育において，生徒に生き方の
一つの規範を提示する役割を果たしてきました。

1970 年代までの小学校国語教科書では，福沢
諭吉，エジソン，キュリー夫人，野口英世などが
複数の教科書で採録され，典型的な人物像を示し
ていました。伝記は，文明国家の建設を志向する
とともに，近代社会の実現を肯定的にとらえ，そ
れへの寄与を重視する方向性を示していました。
また，勉学，努力，利他的精神が強調されていま
した。そして，こうした伝記の中には，『稲むら
の火』も含まれていました。

一方，1980 年代以降は，伝記の採録数自体が
極端に減少するうえ，特定の人物の伝記が重なる
こともなくなっていきました。
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3.　�『百年後のふるさとを守る』と�
国土・インフラ教育

2011（平成 23）年度版の光村図書出版の小学 5
年生用教科書『国語 五 銀河』1には，『百年後の
ふるさとを守る』というタイトルで，防災学者の
河田惠昭先生が書いた浜口儀兵衛（濱口梧陵）の
伝記が掲載されていました。『百年後のふるさと
を守る』では，『稲むらの火』の一部採録ととも
に，そのモデルとなった儀兵衛の事績が紹介され
ていました。
『稲むらの火』には描かれていませんが，儀兵

衛の偉業は災害に際して村民の迅速な避難に貢献
したことばかりではなく，被災後も将来再び同様
の災害が起こることをおもんぱかり，私財を投じ
て防潮堤を築造した点にもありました。これによ
り広川町の中心部では，昭和の東南海地震・南海
地震による津波に際して被害を免れたのでした。
「地震の多いこの国に生きるわたしたちは，儀

兵衛がしたことや考えたことから，多くのことを
学ぶことができる。また，学ばなければならない
だろう。今も広川町では，小中学生による堤防の
手入れが続けられている。夏休みも終わりかけの
暑い日，子どもたちは儀兵衛に感謝し，ふるさと
の安全を願って，一心に草取りにあせを流す。」
で結ばれる『百年後のふるさとを守る』には，国
土・インフラ教育の可能性が詰まっていました。

この教科書が学校で用いられる直前の 2011（平
成 23）年 3 月 11 日，東日本大震災は発生しました。

4.　�教育基本法改正，東日本大震災，
道徳の特別教科化

2006（平成 18）年 12 月 22 日に公布・施行さ
れた現行の教育基本法は，教育の目標（第 2 条）
として，「豊かな情操と道徳心」，「自律の精神」，

「職業・生活との関連の重視」，「公共の精神」，「生
命や自然の尊重」，「伝統と文化の尊重・それらを
はぐくんできた我が国と郷土を愛する（こと）」

などを新たに位置付けました。これを受け，平成
20 年告示の小学校学習指導要領（国語科）では，
第 5・6 学年の学習内容として「伝記を読み，自
分の生き方について考えること」が明示され，国
語科教材として伝記が重要視されるようになりま
した。

また，2011（平成 23）年の東日本大震災は，
学校教育における「防災教育の充実」を強く求め
ることになりました。現在，学校教育の現場で
は，平成 29･30･31 年に改訂された新しい学習指
導要領に基づいた検定教科書での授業が令和 2 年
度から順次始まっているところですが，「防災」
については，教科横断的視点に立った指導が徹底
されています。

そして，もう一つの大きな変化は，長く教科外
活動として行われてきた週 1 回の道徳の授業が学
習指導要領において「特別の教科」として位置付
けられ，小学校で 2018（平成 30）年度，中学校
で 2019（令和元）年度から再スタートしたこと
です。これに伴い，道徳の主たる教材として検定
教科書が使用されることになりました。

5.　�小学校「国語科」教科書に�
採録されている「伝記」

学習指導要領・同解説 2によると，国語科で
は，第 5・6 学年の学習内容として「詩や物語，
伝記などを読み，内容を説明したり，自分の生き
方などについて考えたことを伝え合ったりする活
動」を薦めており，各教科書ともに「伝記」を教
材として取り上げています。また，教材選定に当
たっては，内容面でも教材の話題，題材を偏りな
く選定するよう，次の 10 項目の観点が示されて
います。
教材は，次のような観点に配慮して取り上げること。
ア�）国語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育
てるのに役立つこと。

イ�）伝え合う力，思考力や想像力及び言語感覚を養うの
に役立つこと。

ウ�）公正かつ適切に判断する能力や態度を育てるのに役
立つこと。

94 建設マネジメント技術　　2022 年 10 月号

建マネ2210_13_誌面講座_三.indd   94 2022/10/03   9:39



エ�）科学的，論理的に物事を捉え考察し，視野を広げる
のに役立つこと。

オ�）生活を明るくし，強く正しく生きる意志を育てるの
に役立つこと。

カ�）生命を尊重し，他人を思いやる心を育てるのに役立
つこと。

キ�）自然を愛し，美しいものに感動する心を育てるのに
役立つこと。

ク�）我が国の伝統と文化に対する理解と愛情を育てるの
に役立つこと。

ケ�）日本人としての自覚をもって国を愛し，国家，社会
の発展を願う態度を育てるのに役立つこと。

コ�）世界の風土や文化などを理解し，国際協調の精神を
養うのに役立つこと。

それでは，実際の教科書では，具体的にどのよ
うな（誰の）伝記が採録されているでしょうか。
ちなみに，小学校「国語科」の検定教科書は，光
村図書出版（占有率 67.8％），東京書籍（占有率
19.2％），教育出版（占有率 12.0％），学校図書（占
有率 1.1％）の 4 種類です。

光村図書出版 3と学校図書 4は，第 5 学年の教
科書で漫画家のやなせたかし氏（1919-2013）の
伝記を採録しています。やなせ氏は，おなかをす
かせた人に自分の顔を食べさせる心優しい正義の
味方『アンパンマン』で，子どもたちに夢と希望
を与え続けました。東日本大震災後には，引退を
撤回。被災地へ送るポスターや絵本，歌を精力的
に作りました。やなせ氏が特に力を入れた取り組
み，岩手県陸前高田市の「奇跡の一本松」をモチ
ーフにしたハンカチと CD の売り上げは，全額が
被災地に寄付されました。

東京書籍 5は，第 5 学年の教科書で漫画家の手
塚治虫氏（1928-1989）の伝記を採録しています。
国産初の TV アニメシリーズ『鉄腕アトム』を制
作し，「マンガの神様」と呼ばれた手塚氏は，マ
ンガとアニメーションの新しい世界を切り拓き，
人びとに夢と希望を与え続けました。

教育出版 6は，第 6 学年の教科書で，伊能忠敬
（1745-1818）の生涯を紹介しています。伊能忠敬
は，伊能家の婿養子として商売を成功させた後，
50 歳を過ぎてから第二の人生をスタートさせ
て，天文学者を目指して江戸へ行き，勉強を始め

ました。そして，地球の大きさを知りたくて地図
を作ることになった忠敬は，1800（寛政 12）年
から 1816（文化 13）年まで，17 年をかけて日本
全国を測量して『伊能図（大日本沿海輿地全図）』
を完成させ，日本の国土の正確な姿を明らかにし
ました。「真理の追究」，「努力と強い意志」など
の重要性を，そして，何かを始めるのに遅すぎる
ことはない，ということを学べる優れた伝記です。

このように，現行の国語教科書に採録されてい
る伝記は，教育出版が採録している伊能忠敬を除
いて，土木・インフラの役割や重要性を児童に伝
えるものではないようです。

6.　�小中学校「道徳科」教科書に�
採録されている「伝記」

一方，小・中学校の道徳科では，次の四つの項
目を学ぶことになっています（表－ 1）。
A）�主として自分自身に関すること（自己の在り

方を自分自身との関わりで捉え，望ましい自
己の形成を図る）

B）�主として人との関わりに関すること（自己を
人との関わりにおいて捉え，望ましい人間関
係の構築を図る）

C）�主として集団や社会との関わりに関すること
（自己を様々な社会集団や郷土，国家，国際
社会との関わりにおいて捉え，国際社会と向
き合うことが求められている我が国に生きる
日本人としての自覚に立ち，平和で民主的な
国家及び社会の形成者として必要な道徳性を
養う）

D）�主として生命や自然，崇高なものとの関わり
に関すること（自己を生命や自然，美しいも
の，気高いもの，崇高なものとの関わりにお
いて捉え，人間としての自覚を深める）

この学習指導要領・同解説 7に基づいて作成さ
れた道徳科教科書の中には，国土・インフラ教育
に関連するテーマ（伝記など）がいくつも採録さ
れています（表－ 2）。ちなみに，小学校の道徳
科の教科書は，光村図書出版，東京書籍，日本文
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表－ 1　小中学校の道徳科の学習内容（学習指導要領・同解説）

小学第 １学年
小学第 ２学年

小学第 ３学年
小学第 ４学年

小学第 ５学年
小学第 ６学年

中学校

Ａ　主として自分自身に関すること

　善悪の判断，自律，自由と責任 ○ ○ ○
○ 　自主，自律，自由と責任

　正直，誠実 ○ ○ ○

　節度，節制 ○ ○ ○ ○ 　節度，節制

　個性の伸長 ○ ○ ○ ○ 　向上心，個性の伸長

　希望と勇気，努力と強い意志 ○ ○ ○ ○ 　希望と勇気，克己と強い意志

　真理の探究 － － ○ ○ 　真理の探究，創造

Ｂ　主として人との関わりに関すること

　親切，思いやり ○ ○ ○
○ 　思いやり，感謝

　感謝 ○ ○ ○

　礼儀 ○ ○ ○ ○ 　礼儀

　友情，信頼 ○ ○ ○ ○ 　友情，信頼

　相互理解，寛容 － ○ ○ ○ 　相互理解，寛容

Ｃ　主として集団や社会との関わりに関すること

　規則の尊重 ○ ○ ○ ○ 　遵法精神，公徳心

　公正，公平，社会正義 ○ ○ ○ ○ 　公正，公平，社会正義

　勤労，公共の精神 ○ ○ ○
○
○

　社会参画，公共の精神

　勤労

　家族愛，家庭生活の充実 ○ ○ ○ ○ 　家族愛，家庭生活の充実

　よりよい学校生活，集団生活の充実 ○ ○ ○ ○ 　よりよい学校生活，集団生活の充実

　伝統と文化の尊重，
　国や郷土を愛する態度

○ ○ ○
○

　�郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛
する態度

○
　�我が国の伝統と文化の尊重，国を愛
する態度

　国際理解，国際親善 ○ ○ ○ ○ 　国際理解，国際貢献

Ｄ　主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること

　生命の尊さ ○ ○ ○ ○ 　生命の尊さ

　自然愛護 ○ ○ ○ ○ 　自然愛護

　感動，畏敬の念 ○ ○ ○ ○ 　感動，畏敬の念

　よりよく生きる喜び － － ○ ○ 　よりよく生きる喜び

教出版，学研教育みらい，光文書院，教育出版，
学校図書，あかつき教育図書（旧：廣済堂あかつ
き）の 8 種類（写真－ 1）。中学校の道徳科の教

科書は，東京書籍，日本文教出版，光村図書出
版，教育出版，学研教育みらい，あかつき教育図
書，日本教科書の 7 種類。それぞれの占有率は，
図－ 1，2のとおりです。

〈濱口梧陵〉
冒頭で紹介した濱口梧陵の伝記は，四つの教科

書に採録されています。『稲村の火』（教育出版，
小学校第 5 学年）8では，タイトルどおり，「稲村
の火」の物語が紹介されています。『お父さんの
じまん』（日本文教出版，小学校第 4 学年）9は，

「稲村の火」の物語と梧陵が村人の手を借りて造
った「広村堤防」を紹介するとともに，今も町の
住民たちが力を合わせて，郷土のために，堤防清
掃ボランティアや「いなむらの火祭り」に取り組
んでいることを教えています。『広村堤防の清掃

写真－ 1　 小中学校「道徳科」教科書の一部 
（令和 3年度版）
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表－ 2　小中学校の道徳科における国土・インフラ教育の内容

小学校第 １～ ３学年 小学校第 ４学年 小学校第 ５学年 小学校第 ６学年 中学校

光村図書出版 － －
◆水がわたる橋 －通潤
橋（布田保之助）【感謝】

－
○スカイツリーにかけ
た夢【真理の探究】

東京書籍 －

※付録／郷土の発展に
尽くした人たち（小樽
港北防波堤，玉川上
水，大河原用水，通潤
橋）【国や郷土を愛する
態度】

－

※青の洞門【感動，畏
敬の念】

－

日本文教出版

○はしれ，さんりくて
つどう【国や郷土を愛
する態度】〈１年〉

◆お父さんのじまん（濱
口梧陵）【国や郷土を愛
する態度】 －

※青の洞門【感動，畏
敬の念】
◆地球を一周歩いた男
－伊能忠敬－【真理の
探究】

◆ダショー・ニシオカ
（西岡京治）【国際貢献】
◆「稲むらの火」余話（濱
口梧陵）【郷土を愛する
態度】

学研教育みらい － － －

※青の洞門【よりよく
生きる喜び】

◆正確な日本地図の追
求　伊能忠敬【真理の
探究】
※領民を愛した名君
上杉鷹山【自主，自立，
自由と責任】

光文書院 －

◆ねがいをつみ上げた
石橋【国や郷土を愛す
る態度】 －

◆広村堤防の清掃ボラ
ンティア（濱口梧陵）【勤
労，公共の精神】
※青の洞門【感動，畏
敬の念】

（未発行）

教育出版 －

※二宮金次郎の働き【勤
労，公共の精神】
◆一歩一歩の積み重ね
－伊能忠敬－【希望と
勇気，努力と強い意志】
○かことげんざいがと
もに生きる町 －川越蔵
造り－【伝統と文化の
尊重】

◆新幹線開発物語【希
望と勇気，努力と強い
意志】
◆稲村の火（濱口梧陵）
【生命の尊さ】
◆ブータンに日本の農
業を（西岡京治）【国際
理解，国際親善】

－

◆復旧にとどまらず，
復興を（後藤新平）【公
共の精神】
◆琵琶湖の水を京都に
送る～郷土の復興に尽
くした北垣国道と田邊
作郎～【郷土を愛する
態度】

学校図書

○行け！ホワイトイン
パルス（空港除雪）【勤
労，公共の精神】〈２年〉

◆荘川桜（国や郷土を
愛する態度）

◆ブータンと共に（西
岡京治）【国際理解，国
際親善】
○記憶をつなぐ －災害
と文化遺産－【感謝】

○復興のシンボルを私
たちの手で（熊本城復
旧）【勤労，公共の精神】
※青の洞門【感動，畏
敬の念】

（未発行）

あかつき教育出版
（旧：廣済堂あかつき）

－ －
◆明日をひらく橋 －西
岡京治－【国際理解，
国際親善】

※青の洞門【感動，畏
敬の念】 －

日本教科書 （未発行） （未発行） （未発行） （未発行）

◆大地 －八田與一の夢
【国際貢献】
◆なせば成る（上杉鷹
山）【郷土を愛する態度】

　◆：国土・インフラ学習素材（伝記）　○：国土・インフラ学習素材（「伝記」以外）　※：国土・インフラ学習関連記述

図－ 1　 小学校「道徳科」教科書の出版社別占有率
（令和 3年度）

図－ 2　 中学校「道徳科」教科書の出版社別占有率
（令和 3年度）

出典：日本教育新聞 2020 年 12月 7日発行
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ボランティア』（光文書院，小学校第 6 学年）10）

は，広村堤防の清掃ボランティア活動をきっかけ
にして，濱口梧陵の功績や津波防災の重要性を学
ぶストーリーとなっています（図－ 3）。
『「稲むらの火」余話』（日本文教出版，中学校

第 3 学年）11）は，河田惠昭先生著『百年後のふる
さとを守る』（前出）以上の詳細な内容を紹介す
るとともに，さらに「自分の命を守るために」と
いうコラムを追加し，東日本大震災の「釜石の出
来事」をモチーフにして，避難 3 原則（①想定に
とらわれるな，②最善を尽くせ，③率先避難者た
れ）を学ばせるなど，中学生向けの教科書にふさ
わしい内容となっています。

〈伊能忠敬〉
伊能忠敬の伝記は，『一歩一歩の積み重ね －伊

能忠敬－』（教育出版，小学校第 4 学年）12），『地
球を一周歩いた男 －伊能忠敬－』（日本文教出
版，小学校第 6 学年）13），『正確な日本地図の追求　
伊能忠敬』（学研教育みらい，中学校第 3 学年）14）

の三つの教科書に採録されています。中学生向け
の教科書には，当時の測量方法の詳細な記述など
も含まれますが，いずれの教科書も内容は前述の
国語科教科書（教育出版，小学校第 6 学年）と同
様で，「真理の追究」，「努力と強い意志」などの
重要性を，そして，何かを始めるのに遅過ぎるこ
とはない，ということを学ぶ機会を提供していま
す。

〈西岡京治〉
海外技術協力事業団に所属して，28 年間にわ

たりブータンで活躍した日本人農業指導者・西岡
京治氏の伝記は，『ブータンに日本の農業を』（教
育出版，小学校第 5 学年）8，『ブータンと共に』

（学校図書，小学校第 5 学年）15），『明日をひらく
橋 －西岡京治－』（あかつき教育図書，小学校第
5 学年）16），『ダショー・ニシオカ』（日本文教出版，
中学校第 2 学年）17）の四つの教科書に採録されて
います。

西岡氏は，日本から導入した野菜の栽培や品種
改良を現地で教えただけでなく，荒地の開墾，道
路や水路，つり橋の整備などを含め，幅広くブー
タンの農業振興に尽力しました。西岡氏の振興策
は，援助側の一方的な施策の押し付けではなく現
地の実情に即した漸進的なものであったため，そ
の苦労は並大抵のものではありませんでしたが，
であるが故に，他に例を見ないほどの成功を収
め，現地の産業・生活の基盤改善に大きく寄与し
ました。後年，ブータンの農業の発展に大きく貢
献したとして，ブータン国王から「最高に優れた
人」を意味する「ダショー」の称号を贈られ，現
地ではダショー・ニシオカとも呼ばれています。

〈布田保之助ほか〉
通潤橋（熊本県山都町の白糸台地に架けられた

石造アーチ型の水道橋）を学習素材として取り上
げ，惣庄屋・布田保之助の伝記を採録しているの
は光村図書出版の教科書（『水がわたる橋 －通潤
橋』，小学校第 5 学年）18）です。

保之助は，深刻な水不足に悩まされた不毛の大
地であった白糸台地に，種山石工（現在の熊本県
八代市に住んでいた，アーチ式石橋を造る技術を
持った技術者集団）の協力を得て通潤橋を造り，
30 km にもおよぶ通潤用水を完成させることで，
白糸台地を緑豊かな実りの多い土地に変えたので
した。小学校第 4 学年の社会科教科書（東京書
籍）19）にも採録されていた通潤橋の物語（本誌
2022 年 7 月号掲載）は，国土・インフラ教育の
優れた学習素材の代表的事例の一つと言えます。

図－ 3　 教科書の記載例／『広村堤防の清掃ボラン
ティア』（光文書院）10）
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なお，石橋を取り上げたテーマとしては，『ね
がいをつみ上げた石橋』（光文書院，小学校第 4
学年）20）もあります。荒瀬橋（二連アーチ橋／め
がね橋）をはじめ，大分県宇佐市院内町内に 64
基ある石橋（めがね橋）を取り上げ，石橋を架け
る苦労や，昔の人々の願いがたくさん積み上げら
れていることを学びます。個人を取り上げた伝記
ではありませんが，国土・インフラを愛する態度
を養うことのできる教材です。

〈その他の偉人の功績〉
小学校の道徳科教科書には，戦後のインフラ整

備に取り組んだ技術者の事績を取り上げた伝記も
あります。また，中学校の道徳科教科書には，我
が国の近代「土木」を象徴するプロジェクトや偉
人の伝記を採録しているものもあります（表－ 3）。
○高碕達之助：『荘川桜』（学校図書，小学校第 4

学年）21）

○三木忠直：『新幹線開発物語』（教育出版，小学
校第 5 学年）8

○後藤新平：『復旧にとどまらず，復興を』（教育
出版，中学校第 2 学年）22）

○田辺朔郎：『琵琶湖の水を京都に送る ～郷土の
復興に尽くした北垣国道と田辺朔郎～』（教育

表－ 3　道徳科教科書に採録されている偉人の功績

偉人 教科書に記載されている内容

高碕達之助

『荘川桜』（学校図書，小学校第 4学年）
○『荘川桜』は，岐阜県高山市荘川町中野（旧荘川村）の国道 156 号沿い，御母衣（みぼろ）ダム湖岸に移植された樹齢 450 年と
推定される 2本のエドヒガン桜の古木のことで，御母衣ダム建設によってダム湖底に沈む運命にあった桜を，ダムを建設した電源
開発株式会社（Jパワー）の初代総裁・高碕達之助氏の発案で，同社がこれを移植・保護したという物語でもある。ダム湖に沈む
地域の人々の思いと，それを少しでもかなえようとした水産技術者の熱意が伝わってくるストーリーになっている。
○「荘川桜」と名付けられた 2本の桜は，毎年春になると，ダムのほとりに美しい花を咲かせ，今でも，その見事な枝葉をダムの
水面に映し出している。

三木忠直

『新幹線開発物語』（教育出版，小学校第 5学年）
○戦中に戦闘機を設計して若者達を死に追いやった罪責の念から，戦後は，国鉄の鉄道技術研究所（現在の鉄道総合技術研究所）
に勤務，初代の新幹線車両「ひかり号」の先端のデザインを設計した鉄道車両技術者・三木忠直氏らの事績を取り上げた物語。
○当時，東京～大阪間に新しい線路を敷き，超高速の新幹線を走らせるためには，173 もの難問が立ちはだかっていたが，鉄道技術
研究所は，三木氏を始めとする約 800 人の技術者を総動員して，高速でも脱線しない技術，列車を自動的に停止させる装置，温度
の変化に耐えうるロングレールなど，これらの課題を克服していった。そのために，技術者たちは，寝る間も惜しんで，様々な失
敗を繰り返しながら開発を進めていったと紹介されている。

後藤新平

『復旧にとどまらず，復興を』（教育出版，中学校第 2学年）
○関東大震災後，内務大臣兼帝都復興院総裁として東京の帝都復興計画の立案・推進に従事した後藤新平の伝記。
○公衆衛生，鉄道，通信，金融，都市計画などの多岐にわたる事業に取り組んだ新平は，関東大震災の後，何十年も後の時代を見
通し，大胆な計画で東京を復興に導いた。
○「遷都はせず，東京に復興費 30 億円（当時の国家予算の 2倍にも上る額）をかけて，欧米のような広い道路や公園を備える最新
計画を適用した首都を再建する。その都市計画のために焼土を地主から買い上げる」という新平の当初の復興計画案は，関係各方
面から「大風呂敷」との批判を受け，規模の大幅縮小を余儀なくされたが，
・災害時の避難場所にもなる広い隅田公園，
・道幅を広くすることで火災の延燃を防ぐことができる昭和通り，
・地震に強い鉄筋コンクリートで造られた小学校や橋，
など，「衛生と防災」に配慮した街が，新平とその計画を引き継いだ人々の尽力で造られていった。
○晩年，「人のお世話にならぬよう，人のお世話をするよう，そしてむくいを求めぬよう」との言葉を残している後藤新平が目指し
た災害復旧・復興の考え方『復旧にとどまらず，復興を』は，現在の首都東京の骨格を造っただけでなく，わが国で頻発する大規
模災害のたびに，関係者の精神を支えている。

田辺朔郎

『琵琶湖の水を京都に送る～郷土の復興に尽くした北垣国道と田辺朔郎～』（教育出版，中学校第 3学年）
○幕末の戦乱で街の大部分が焼失し，明治維新の東京遷都で産業が衰退，人口も激減していた「京都」を復興するために，当時の
京都府知事・北垣国道が琵琶湖疏水（琵琶湖の湖水を西隣の京都市へ流すための水路）を計画し，これを実現するために京都府職
員（御用掛）に採用された若き土木技術者・田辺朔郎が粉骨砕身，これに取り組み成功させるという伝記。
○北垣は，当時，工部大学校（現在の東京大学工学部）で琵琶湖疏水に関する卒業論文を書いていた田辺を訪れ，彼の知識と熱意，
そして不屈の精神力（卒論の現地調査で右手を負傷し，利き手である右手が使えない中，左手だけで論文を書き，精密な製図を行
っていた）に引き込まれ，この 21 歳の若者に疏水工事を任せることにした。当時は，重要な土木工事は外国人技師に頼らざるを得
なかった時代だったので，極めて異例の抜擢人事だった。
○京都府職員となった田辺も，北垣の期待に応え，設計者，指導者としてだけでなく，常に現場で指示を出し，作業員らとともに
全力で工事を進めた。工事実施にあたっては，現場条件，資機材調達，人材育成などの面で，様々な困難に見舞われたが，彼はこ
れを克服し，不可能とまで言われていた難工事を見事に完成させた。琵琶湖疏水事業は，水運，利水だけでなく，日本初の事業用
発電所（蹴上発電所 )を設けることで，工場立地や路面電車の導入を促進し，京都の復興に大きく貢献した。
○琵琶湖疏水は，現在も京都の上水道源としての役割を果たすとともに，付属施設としてつくられた水路閣（水路橋）やインクライ
ン（高度差を超えて水運を可能にするための施設）は歴史的建造物として京都観光の名所となっている。京都の復興を願った北垣の
強い思いと，その実現を担った田辺の不屈の精神と努力は，遠く時を隔てた私たちの暮らしとつながり，今も支えてくれている。
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出版，中学校第 3 学年）23）（図－ 4）
○八田與一：『大地 －八田與一の夢』（日本教科

書，中学校第 1 学年）24）

○上杉鷹山：『なせば成る』（日本教科書，中学校
第 3 学年）25）

7.　�「道徳科」が国土・インフラ教育を
リードする

現在，私たちが享受している安全で快適な生活
は，先人たちが森林や田畑，鉄道や道路を整備
し，川を治め，水資源を開発するなど，絶え間な
く国土に働きかけを行うことによって，国土から
恵みを返してもらってきた歴史の賜物です。した
がって，現代に生きる私たちも，国土に対して働
きかけを続け，将来世代に対して，より良い社会
基盤（インフラストラクチャー）を引き継いでい
かなければなりません。そのためには，私たち日
本人の国土への働きかけの歴史について，またそ
の成果や現在の生活への影響について，不断に学
び続けることが求められています。

本稿で整理してきましたが，最新の検定教科書
では，国土・インフラ分野の偉人の功績（伝記）
は，「国語科」よりも，「道徳科」において教示さ

偉人 教科書に記載されている内容

八田與一

『大地－八田與一の夢』（日本教科書，中学校第 1学年）
○台湾で不毛の大地と呼ばれていた嘉南平原に，堰堤長 1,273 ｍという当時では東洋一の規模である「烏山頭ダム」と，総延長
16,000 kmにおよぶ給排水路を完成させた八田與一の伝記。
○教科書では，鳥山頭ダムを造るにあたって，與一が地域の人々のために如何に取り組んだか，そのエピソードが盛り込まれている。
(1) セミ・ハイドロリックフィル工法の採用
　コンクリートの土台を中心部にだけ用い，大量の土砂をその上に盛る工法。このときに水の力を利用して，粘土や細やかな土砂
を下に落ち着かせ，土の堰堤を造るというもの。ダム建設先進国のアメリカでも，これほどの規模で用いられた例はなかった。
(2) 大型土木機械の導入
　当時は人力での工事が主流だったが，與一は，工事を早く進めるため，いち早く大型土木機械を導入した。「高性能の機械を導入
して工事の期間が短くなれば，それだけ早く農作物を収穫できるから，結果的に安上がりになる」と考え，高額な大型土木機械の
導入に反対する関係者を説得し続けた。
(3) 作業員の福利厚生の充実
　「よい仕事は安心して働ける環境から生まれる」という考えから，工事に携わる人が家族と一緒に住めるように配慮した。山奥の
工事現場には，宿舎だけでなく，学校や病院，娯楽施設なども整備した。與一自身も家族とともに暮らし始めた。
(4) 作業員への最大限の気配り
　工事現場での爆発事故により，多くの犠牲者を出したことを悔やみ，與一は，これ以上の犠牲者を出すことなく，一日も早く工
事を完成することを誓った。また，翌年には関東大震災が起こり予算削減のために作業員を解雇しなければならなかったが，與一
は，有能な者はすぐに再就職できるであろうと考え，有能な者から解雇する一方で再就職先の世話もした。
○多くの苦難を乗り越え，10 年の歳月をかけて，1930（昭和 5）年に工事は完成した。その成果によって，嘉南平原は台湾一の穀
倉地帯へと生まれ変わり，嘉南の人々に経済的恩恵を与えるようになった。「すべての農民が等しく水の恩恵を受けることができて
こそ，工事は成功といえる」，この與一の信念は，台湾の大地だけでなく，人々の心をも豊かにしていった。台湾では，鳥山頭ダム
と給排水路をあわせて「嘉南大圳（かなんたいしゅう）」と呼んでいるが，與一は「嘉南大圳の父」として，現在でも台湾で多くの
人々に慕われ続けている。

上杉鷹山

『なせば成る』（日本教科書，中学校第 3学年）
○明治時代の思想家・内村鑑三の主著『代表的日本人』（英文）でも取り上げられた，日本を代表する偉人の一人「上杉鷹山」の伝記。
○鷹山は，出羽国米沢藩 9代藩主で，領地返上寸前の米沢藩再生のきっかけを作り，江戸時代屈指の名君として知られている。教
科書には，鷹山が藩主になるに当たって，藩主は「民の父母」であること，質素倹約を忘れないこと，米沢藩を必ず再生させるこ
と，その決意を怠ることがあれば神の罰を受けてもかまわないこと，といった誓いを神社に立てたとあり，この誓約に基づくその
後の事績が綴られている。
○鷹山の事績の中には，自らも鍬を取って働いたこと，米の生産高を上げるために山をくり貫いて大規模な農業用水路をつくった
こと，新田開発や河川の改修，橋の架け替えなどを行ったことも含まれている。教科書は，米沢藩再建の際に，鷹山が家臣や領民
に説いた精神を表す言葉「なせば成る なさねば成らぬ 何事も 成らぬは人の なさぬなりけり」で締めくくられている。

図－ 4　 教科書の記載例／『琵琶湖の水を京都に送
る～郷土の復興に尽くした北垣国道と田辺
朔郎～』（教育出版）23）
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れる可能性が高いようです。本誌 2022 年 7 月号
で詳述した小学校第 4 学年社会科教科書（単元「地
域の発展に尽くした先人」）と合わせて，国土・
インフラ教育をリードする学習単元として，「土
木」の重要性を学ぶ教材として，見守っていきた
いと思います。

【ノート】国語科／道徳科教科書で学ぶ「防災」，
「インフラ」

国語科／道徳科には，「伝記」以外にも，国土・
インフラ教育に資する学習素材が含まれていま
す。まずは，国語科の教科書から。
『川をさかのぼる知恵』（教育出版，小学校第 3

学年）26）は，水運の役割や重要性を学ぶ教材で
す。教科書では，見沼通船堀（埼玉県さいたま市）
とパナマ運河を例に取り上げ，高低差のある水位
をどのように克服して水運を確保しているか（船
を上下に移動させる仕組み，閘門方式）について
解説がなされています。
『東京スカイツリーのひみつ』（学校図書，小学

校第 5 学年）27）では，東京スカイツリーを建設す
るに当たっての様々な問題と，これを解決してき
たプロセス，具体的には，細長い敷地に建設する
ことのできる三本脚のタワーデザイン，軟弱地盤
対策，長周波地震動にも耐えうる構造設計につい
て，詳しく解説されています。
『「本物の森」で未来を守る』（学校図書，小学

校第 6 学年）28）では，東日本大震災の被災地で「森
の防潮堤」の建設を提案している植物生態学者・
宮脇昭氏の取り組みが紹介されています。その土
地本来の「潜在自然植生」を研究していた宮脇氏
が震災後，防災林のクロマツが根こそぎ倒れてい
た中で，小樹林（タブノキやヤブツバキ，マサキ
などの広葉樹林）が津波に耐えていたのを確認。
瓦礫を活用した盛土に広葉樹を植えて「森の防潮
堤」とする構想を，国や自治体に提案していると
いう内容です。

一方，道徳科の教科書でも，次のようなテーマ
が採録されています。
・『はしれ，さんりくてつどう』（日本文教出版，

小学校第 1 学年）29）

　→�東日本大震災で被災した三陸鉄道の復旧の物
語

・『行け！ホワイトインパルス』（学校図書，小学
校第 2 学年）30）

　→空港除雪の取り組み
・『かことげんざいがともに生きる町 －川越蔵造

り－』（教育出版，小学校第 4 学年）12）

　→�電線類の地中化を含めた歴史的町並み保全の
取り組み

・『記憶をつなぐ －災害と文化遺産－』（学校図
書，小学校第 5 学年）15）

　→災害記念碑に関する学びの場
・『復興のシンボルを私たちの手で』（学校図書，

小学校第 6 学年）31）（図－ 5）
　→�熊本地震で被災した熊本城飯田丸五階櫓の復

旧工事に携わった技術者たちの取り組み
・『スカイツリーにかけた夢』（光村図書出版，中

学校第 2 学年）32）

　→�東京スカイツリーを実現した技術（三本脚の
デザイン，地震の揺れを軽減する構造）

振り返ってみますと，これらの多くは「防災」
をテーマとして取り上げたものであることが分か
ります。東日本大震災の影響は，確実に，国語科
／道徳科の教科書にも反映されています。

図－ 5　 教科書の記載例／『復興のシンボルを私た
ちの手で』（学校図書）31）
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